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大阪では、昨年、猛暑の中、熱中症1こよる死亡災害が多発し

ました。 今年も、暑い夏を向かえることが予想されています。熱

中症を予防するために、こまめな休憩と塩分水分の撮取1こ心がけ

ましよう!!
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異常(緊急)時の措薦
熱中症は、短時間で容体が急変します。あらかじめ、近くの病院の場所

を確認しておき、本人や周りが少しでも異変を感じた時にはすぐ・に病院へ運

ぶか、敷急車を呼びましよう!!

令和7年 3月 3日現在

死亡災害報告による
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1 7月

鉄骨・鉄筋
コンクリー ト造

家屋建築工事業

17時
ム 男性 50代 防水エ 35.4 298

作業終了後、屋上に戻つた作業員が、足場の手

摺に寄りかかつて意識を失っていた。病院に搬送
したが熱中症により死亡した。

2 7月
その他の

金属製品製造業

16時

台
男性 20代 作業者 34.9 305

工場内の作業員が体調不良により早退するため、

14時頃に更衣室に移動した。その後、16時過ぎに

更衣室に入つた同僚が倒れている作業員を発見し、
病院に搬ましたが熱中症により死亡した。

3 7月
一般貨物自動車

運送業

17時
男性 60代

貨物自動車
運転者

37.4 32.9
親会社の敷地内でフォ=ク リフトを運転中、熱

中症により死亡した。

4 7月 陸上貨物取扱業
16時
ム 男性 30代 作業者 35.6 31.2

倉庫内1階で製品のピツキング作業中に突然転

倒し、けいれんを起こし意識を失つたため、病院
に搬送したが熱中症により死亡した。

5 7月 電気通信工事業
12時

男性 70代 電 工 34.6 30.5

工場の天丼照明の取替作業をしていたが途中で

体調が悪くなり冷房の効いた車内で休憩し、会社
まで車を運転して戻り、冷房の効いた車内で休憩
中に意識を失い緊急搬送したが熱中症により死亡
した。

6 7月
その他の

建築工事業

11時
男性 40代 防水エ 35.5 33.1

新築工事現場において、3階ベランダ手すり部

分及び屋上におけるシーリングエ事等をしていた

が、昼前に体調不良となり、病院に搬送したが熱
中症により死亡した。

7 8月
パン、菓子

製造業

16時
男性 50代

パン・菓子
製造エ 37.4 33.6

オーブンの出口で天板を回収する作業を行つて

いたが、資材の部屋にふらつきながらやつてきた

ため、熱中症と判断し、体を冷却したが、意識が

なくなり、救急搬送したが熱中症により死亡した。

8 8月
その他の

建築工事業

15時
男性 60代 塗装エ 35,6 30.8

空き部屋改修のため、同僚と塗装作業を行い 1

5:00頃 にお互いに別の自動車内で休憩してい

た。30分ほど経過し同僚が、車内で嘔吐してい

るのを発見し、救急搬送したが熱中症により死亡

した。

9 8月 新聞販売業
15時

女性 80代 配達員 34.2 32,4

新聞夕千」配達中に熱中症と見られる症状により

気分が悪くなり、救急革で病院に搬送したが死亡

した6

「 STOP!熱 申 症  ク ー ル ワ“ ク キヤンペ 申
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大阪労働局では、労働災害防止団体などと連携して、職場における熱中症の予防のために「STOP!

熱中症 クールワニクキヤンペエン」を5月から展開し、重点的な取組を進めています。キヤンペーン期間は、

9月までですが、10月 ぐちいまで気温力滴 い日も続きますので、注意が必要です。

各事業場においては、事業者、光働者力Ч協力して、熱中症対策に取り組みましよう !

υとくらし,お らいOAう に

大阪労働局 B各労働基準監督署
https:/海 site.mhiwigo.jp/oSaka― rOudoukyokj/
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環境省 【熱中症警戒アラート】
近年、熱中症による救急搬送人員、死亡者数が高い水準で推移していることから、環

境省と気象庁は令和 3年度から「熱中症警戒アラート」を全国で運用しています。熱中
症警戒アラートは、暑さ指数 (WBGT)に基づき、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環
境が予測される場合に、暑さへの「気づき」を呼びかけ、国民の熱中症予防行動を効果
的に促すための情報です。令和 7年度については、4月 23日 から配信予定です。

(配信サービス〉
。個人向けメール配信サービス :熱中症警戒アラート等
・個人向けメール配信サ●ビス :暑さ指数 (WBGT)
・事業者向け電子情報提供サービス :暑さ指数 (WBGTl
,「環境省」口NE公式アカウント :熱中症警戒アラートや暑さ指数をお知らせ

環境省
熱中症予防情報

サイ ト

厚生労働省は働 く人の熱中症を防止するためのポニタルサイ ト

「学ぼう!備えよう !職場の仲間を守ろう!職場における熱中症予防情報」
を運営 しています
教育用教材として動画コンテンツや 万二の際の救急措置等の要点が記載された「熱中症予防カー ド」など
を活用 し熱中症予防を積極的に取 り組みましょう

熱 中 症 予 防 対 策

尋

暑 き 招 数 の 把 握 と 評 価
□ JIS規格 に 適 合 し た 暑 き 娼 数 計 で 暑 亡 指 数 を 随 時 把 握

地域を代表する 般的な暑 さ指数 (環境省)を 参考 と,る ことも獨効

① 測 定 した 暑 さ 指 数 に 応 して 以 下 の 対 策 を 徹 底
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キ ヤ ンペ ー ン期 間 (5月 ～ 9月 )

STEP
1

目

1作業 計 画 に基 づき、暑 さ指数 に応 した休 憩 、作 業 中 止 な どの 工 夫

すため 、 アロ以 上か け て作 業 時 Pけηの 調 整 しま しノよ う

※新 規 入η説者 や休 (アフ明 け労 r学ジl壱 は別 途 調 整 す る こ と に注 意

水 分 と
'魚

分 を 定期 的 に摂 取 し E'し よ う (水分 等 を 携行 させ る等 を

考 慮 )

作 業 開始 前 や休 憩 時 間 中 に深 部体 温 を低 減 をヤヒせよ [ノ よ う

次 の 疾 病 を持 つた方 に は医 白中等 の 意 見を 7'占 まえ配 庵 しま しょう

0糖尿 病 、〇 高 血圧 庁 、O心疾 患 、0腎 不 金 、eれ 神 ・ 神経 関係

の 疾 患 、O広 範 囲の皮 膚 疾 患 、C感 冒 、0「 痢

当 日の 朝 食の 末 保取 、日聖眠 不 足 、前 日の 多 屋の 飲 酒 ′,｀ 熱 中症 の 発

庄 に影 響 を与 え る こ とを指 導 し、作 業 開始 前 に も確 認 しま しょ う

巡視を頻繁 に行い芦をかける、 「パディ Jを組ませる等労働者に

お互いの健康状態をよ く確認 tッ よ tノ よう

少 しでも本人や周 りが異変を感 じたら、必ず一旦作禁を離れ、

病院に搬送する (症状に応 じて救急隊を要
=百
)などを描置を行い

ましよう

※金豊生遼二立て送畳芝nこ とな どにより体温を低鴻
※一人きりにしない

騒 さ 指 数 の 低 減

1準 備 期 間 fと 4央 討 tノ た月R装 を着 用 しま しょ う

作業 n寺 間のタロ縮

暑 熱 順 化 へ の 対 応

塩 分 の 摂 取

異 常 時 の 描 置

tと 4尖 討 した設備 対 策 を 実施 しま しょ う

に検 討 した休 憩 場所 を 32個 しま しょ う

iを し ま し
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よ つ
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者 の

:健康 状 態 の 確 認

プ レクーリング

日 常 の 健 康 管 王ヨJ

体 憩場所 の 整備

月晨選衰

水 分

健 康 診断結 果 に

基 づ く対応

碁
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水
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さ 指 数 の 低 減 効 果 を 再 確 認 し 、 必 要 に応 じ対 策 を 追 加

さ 指 数 に 応 し た 作 業 の 中 断 等 を 徹 底

分 、 塩 分 を を貞極 的 に 取 ら tと 、 そ の 確 認 を 徹 底

業 開 始 前 の 健 康 状 態 の 確 認 を 徹 底 、 巡 視 頻 度 を 1曽 加

中 症 の リス ク が 高 よ つ て い る こ と を 含 め 教 育 を 実 施

=岡
不 良 の 者 に 異 常 を 部 め た と き は 、 蔭 障 す る こ と な く数 急 隊 を 要 誦

重 点 取 組 期 間 (7月 ■日 ～ 7月 3■ 日 )


